
 

ＪＡ自己改革推進レポートについて 

令和６年７月２６日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取いなばの取り組み 

①江山学園と新規採用職員が田植え体験 

 ＪＡ鳥取いなばは６月５日、鳥取市で、鳥

取市立江山学園の５年生２６人と４月にＪＡ

鳥取いなばに入組した新規採用職員４人を対

象に田植え体験を行い、農作業体験を通じて

食と農の大切さを伝えた。同ＪＡせんだい支

店の職員や生産者が協力した。 

ＪＡ営農指導員が苗の本数や植える深さな

どを指導。約１㌃の水田で、参加者は水田に

張られた目印の付いたひもに沿って、「コシヒ

カリ」の苗を手で丁寧に植え付けた。   

  

②女性大学「ルシール」第９期開講式 

 ＪＡ鳥取いなばは６月１３日、女性大学「ル

シール」を５年ぶりに開講し、鳥取市の同Ｊ

Ａ本店で第９期生の開講式と第１回講座を行

った。地域で活躍し、輝く女性を目指して、

第９期生１５人が入校した。農業や生活、福

祉、文化、食育などのテーマで年６回講座を

開催する予定。 

第１回講座では、ＪＡの成り立ちや事業の

概要、地域への関わりなどを学習。その後、

ＳＤＧｓ研修でカードゲーム「風水害２４」

に挑戦した。  
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